




ティン聖堂の儀礼化という現象は中期ビザンティン（9 ～ 12 世紀）以降に観察される。
大局的に見て、中期ビザンティンはビザンティン聖堂の変革期にあたる。聖堂建築はバシリカ式
から内接十字式へと移行し、聖所前面の内
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様式は単廊式が 28 例と最も多く、三廊式バシリカ 8 例、集中式 2 例、ドームド・バシリカ 2 例、
三葉形が 1 例、十字形 1 例、内接十字式 1 例となる。初期ビザンティンの作例は首都コンスタン
ティノポリスにはなく、ローマやエジプト、カッパドキアといった周縁部に多く残存する。
アプシスの図像プログラムは、コンクとコンク下部とを上下二段に分割して装飾された聖堂が




　初期ビザンティンにおいて、アプシスには「主の顕現 ( テオファニア )」を表す主題が置かれる。











































8　C. Jolivet-Lévy, op. cit., Paris, 1991, pp. 167-169, pls. 102-103; G. Millet, La dalmatique de Vatican. Les élus, 
images et croyances, Paris, 1945, p. 38, n. 5 and p. 39, n. 3.
9　Millet, op. cit., p. 38, n. 5.





































から離れて多彩になる。アパ・アポロン修道院礼拝堂 12 番アプシス（6 世紀）はその大半が失
Utrecht/Antwerpen, 1960, p. 170, fig. 31a.
11　Ibid., p. 171, fig. 31b.
図 3　アパ・アポロン修道院礼拝堂 20 番　6 世紀
　バウィト
図 4　サンティ・コスマ・エ・ダミアーノ聖堂　


































12　Jolivet-Lévy, op. cit., pp. 75-76, pl. 56.1.
13　Ibid., pp. 161-163, pls. 100-101.1.












ない。初期ビザンティンにおいてアプシスに聖母子像を置く聖堂は 6 例と少なく、全てが 6 世紀
以降の作例である。イコノグラフィもまちまちで、聖母子坐像が 3 例、ガラクトトロフーサ型（幼
子に授乳するマリア像）が 2 例、キリオティッサ型（正面観の聖母子立像）が 1 例、ブラケルニ







ンにおいても小規模な単廊式が 59 例と最も多い。次いで内接十字式 32 例、十字形 20 例、二連
単廊式 11 例、三廊式バシリカ 10 例、横断ヴォールト式 9 例、ドームド・バシリカ 7 例、集中式
2 例、三葉形が 2 例、四葉形が 1 例となる。中期ビザンティンの聖堂建築に見られる著しい変化は、
ギリシア十字を内包する内接十次式が各地に普及したことに併せて、至聖所で行われる聖体の聖
変化の儀式から信徒の視線を遮るように内





　アプシスの図像プログラム構成は、コンクとコンク下部を分割しない 1 層構成が 40 例、2 層





　アプシスのコンクに配される図像は顕現の主題が 72 例、続いて聖母子像 54 例、「使徒の聖体
拝領」が 2 例、欠損や判別不明が 9 例である。件数の上では、顕現をアプシスに配する聖堂が最
も多いが、カッパドキア以外の地域では 9 例しか見いだすことはできない。顕現の主題の内訳は、














ゼキエル書 1 章 15-21 節）、イザヤの幻視で言及













の差し出す炭火により口を清められ（イザヤ書 6 章 6-7 節）、エゼキエルはセラフィムが差し出









15　Jolivet-Levy, op. cit., pp. 50-53, pls. 3.1-4, 39-41.





















メダイヨンを伴うブラケルニティッサ型の亜種）8 例、ブラケルニティッサ型 7 例、オディギト
リア 4 例、キリオティッサ型 2 例、不明が 5 例である。前章で既に見たように、「アプシス＝聖
母子像」というプログラムは 6 世紀に萌芽するが、これが定型化したのはイコノクラスム（726














































で報告されているにすぎない 22。ミハイル 3 世（在位 840 ～ 867 年）の寄進により大宮殿内に建
設されたファロス聖堂（864 年、現存せず）のアプシスにはブラケルニティッサ型が描かれてい






　「アプシス＝聖母子像」のプログラムが定着した後、11 世紀中葉から 12 世紀にかけてコンク
下部の中間帯に「使徒の聖体拝領」という新たな図像が挿入されるようになる。収集資料では
20　イコノクラスム以後のマリアの位置づけについては、拙稿「エレウサ型聖母子像における受難の含意」『美
術史研究』第42 号（2004 年）130-135 頁を参照されたい。
21　P. Meyendorff, Gerumanus of Constantinople, On the Divine Liturgy: the Greek Text with Translation, 
Introduction, Commentary, New York, 1999, pp. 58-59.
22　A. and J. Stylianou, The Painted Churches of Cyprus: Treasures of Byzantine Art, Nicosia, 19972, p. 52.
23　ed. by B. Λαουρδας, Φοτιου Ομιλιαι, Θεσσαλονικη, 1959, p. 102; ed. and trans. by C. Mango, Photius, 



































も同じ 9 世紀末のハル・デレ 1 番に初出する 24。ここではヨアンニス・クリソストモス、ナヅィ
アンゾスのグレゴリオス、ニコラオス、キプリアノスの四主教を採る。この主教群像の上に聖母





















エ テ ィ マ シ ア
の御座」が加えられるようになる。主教は祭壇や「エティマシア」に向か
う四分の三正面観で描かれ、典礼式文を記した巻物を手にして典礼を捧げるようになる。典礼
を捧げる主教はマケドニア、ストゥルミツァ近郊、ヴェリュサ修道院（1085 ～ 1093 年）に初出















25　P. Miljković-Pepek, Veljusa: Le monastère de la Vierge de Pitié au village de Veljusa près de Strumica, Skopje, 
pp. 155-171 (in Macedonian).
26　R. Taft, The Great Entrance: A History of the Transfer of Gifts and Other Pre-anaphral Rites, Rome, 2004, p. 
178.
図 12　スヴェティ・ギョルギ聖堂　1191 年 
クルビノヴォ
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例は全部で 52 例あり、プログラム構成は一つの図像がプロテシスを占める作例が 35 例、2 層構
成の作例が 13 例、3 層構成が 4 例である。プロテシスに選ばれる図像も定まっていないが、最
も多いのが聖母子像で 14 例を数える。そのイコノグラフィは聖母子坐像 4 例、オディギトリア
型 3 例、キリオティッサ型 2 例、エレウサ型 2 例、ニコピア型（正面観の聖母子半身像）1 例、
プラティテラ型 1 例である。
　聖母子像以外の図像を列挙するなら以下のようになる。「顕現」の主題が 6 例（「デイシス」4 例、
「マイエスタス」1 例、「インマヌエル」1 例）、輔祭 5 例（ステファノス 4 例、エウプロス 1 例）、
洗礼者ヨハネ 3 例、大天使 3 例（ミカエル 2 例、ガブリエル 1 例）、主教 3 例（テオドシオス 2 例、
スピリドン 1 例）、殉教者 2 例（プロコピオス 1 例、四十人殉教者 1 例）、その他 2 例（ニキフォ
ロス・フォカス帝 1 例、ヨアキム 1 例）、「神殿奉献」1 例、不明の聖人 3 例、同定不能の作例が
10 例である。
　他方、ディアコニコンに図像を残す作例は 48 例、プログラム構成は 1 層 37 例、2 層 9 例、3
層 2 例となる。ディアコニコンへの図像選択はプロテシスに輪をかけて統一を欠く。最も多いの
が大天使で 6 例あり、ミカエル 5 例、ガブリエル 1 例である。次いで、聖母子像 5 例（ブラケル
ニティッサ型 2 例、不明 2 例、聖母子坐像 1 例）、洗礼者ヨハネ 5 例、輔祭 5 例（ロマノス 2 例、
エウプロス 2 例、ステファノス 1 例）、「顕現」の主題 4 例（「デイシス」2 例、「マイエスタス」1 例、
「パントクラトール」1 例）、預言者 4 例（ザカリア、アブラハム、エゼキエル、不明、各 1 例）、
主教 4 例（ヨアンニス・クリソストモス、ニコラオス、トリフィリオス、不明、各 1 例）、戦士
聖人 3 例（ゲオルギオス 1 例、テオドロス 1 例）、装飾性の強い十字架 2 例、アンナ 1 例、「聖母
の眠り（キミシス）」1 例、不明の聖人 5 例、同定不能 3 例である。
　プロテシスに聖母子像を置くプログラムは、トリエステのサン・ジュスト聖堂（11 世紀）と






















ドキア、ニーデ近郊、エスキ・ギュミュシュ修道院（1025 ～ 1028 年）では、プロテシスにオディ
ギトリア型、ディアコニコンに洗礼者ヨハネを採り、アプシスの「デイシス」と相まってメタレ








な単廊式が 90 例と最も多く、次いで内接十字式 33 例、十字形 16 例、三廊式バシリカ 12 例、三
葉形 12 例、ミストラにのみ見られる三廊式バシリカの上に内接十字式を載せた折衷式 3 例、ドー
ムド・バシリカ 2 例、二連単廊式 1 例となる。後期ビザンティンでは、セルビアやコソヴォでは
王侯貴族の寄進にかかる大規模、かつモニュメンタルな聖堂が建設される一方で、クレタ島やキ
29　Ibid., pp. 162-165 (XXV 3). 邦訳はニコラオス・カバシラス、市瀬英昭訳『聖体礼儀註解』（『中世思想原典集
成』第3 巻）平凡社、1994 年、908 頁。
30　Nicolai Andidae, Protheoria, PG 140, col. 429C.
31　P. Joannou, “Aus den inedierten Werken des Psellos: das Lehrgedicht zum Messopfer und der Traktat 
gegen die Vorbestimmung der Todesstunde,” BZ 51 (1958), p. 5.
32　Salaville, op. cit., pp. 60 (I, 6), 62 (I, 8), 80 (VI, 1).
33　益田朋幸「「デイシス」図像の起源と発展（I）―中期ビザンティン聖堂装飾プログラム論―」『女子美術大学
紀要』第26 号（1996 年）14-16 頁; 「「デイシス」図像の起源と発展（II）―中期ビザンティン聖堂装飾プログラム









　アプシスのプログラム構成は 1 層構成が 12 例、2 層構成が 75
例、3 層構成が 44 例、4 層構成が 18 例、5 層以上のプログラム
構成をもつ作例が 6 例、剝落や欠損により不明のものが 15 例と
なる。プログラム構成がアプシスの規模によるというのは既に




































リーズが挿入される。2 層目の主教フリーズは 11 名、4 層目は











のアプシス（1350 年、図 15）36 は 5 層構成を採る。デチャニのプ
ログラムはコンクに「聖体拝領」を、第 2 層に二天使を伴うブ
ラケルニティッサ型を描いて、通常のプログラムのヒエラルキー
を入れ替えている。第 3 層と第 4 層を貫く形で 3 つの採光窓を
開け、そのソフィットにはそれぞれ四人ずつ主教半身像を配す









シス（1376 年、図 16）37 も複雑な構成を採る。こちらはアプシ
35　Ibid., pp. 56-62.
36　B. Todić and M. Čanak-Medić, Manastir Dečani, Beograd, 2005 (in Serbian).






スを 5 層に分割し、頂部に両腕を拡げて祝福する「キリスト・インマヌエル」を、第 2 層に二天
使を伴うブラケルニティッサ型を配する。第 3 層に「聖体拝領」を置くところまでは定型通りの














コノグラフィの内訳はプラティテラ型 50 例、ブラケルニティッサ型 30 例、聖母子坐像 23 例、
キリオティッサ型 3 例、ニコピア型 1 例、不明 2 例となる。中期まで見られたオディギトリア型
は完全に姿を消す。他方、「顕現」の主題は全部で 23 例と激減する。内訳はカッパドキアで細々
と制作が続けられた「デイシス」が 10 例、クレタ島でまとまって観察される「パントクラトー

















―」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第52 輯第3 分冊（2007 年）29-42 頁。
139
聖堂（11 世紀）でアプシスに初出し、ペラコリ
































テ オ ー シ ス
間神化」の含意を読むことも不可能ではない。後期ビザ
39　益田朋幸「キリスト･ パントクラトールのコンテクスト―中期ビザンティン聖堂装飾プログラム論―」『早
稲田大学大学院文学研究科紀要』第48 輯第3 分冊（2003 年）39-54 頁。









































41　C. Grazdanov, Kurbinovo i Druga Studii za Freskožibopisot bo Prespa, Skopje, 2006.
42　A. Serafimova, “St. Nicholas in Manastir,” Macedonian Cultural Monuments: Christian Monuments, ed. by 
J. Tričikovska, Skopje, 2008, pp. 140-143.








ヘ シ カ ズ ム
寂主義――が盛んに議論されたことを改めて想起させる。
　後期ビザンティンになると副祭室のプログラムにも変化が現れる。プロテシスに図像を残す作
例は 108 例あり、プログラムの構成は 1 層が 72 例、2 層が 24 例、3 層が 10 例、4 層が 2 例とな
る。プロテシスの図像として最も多いのは輔祭聖人で、42例を数える。内訳はステファノス 34例、
プロコロスとエウプロスが各 1 例、不明の輔祭が 6 例となる。輔祭に次いで多いのがキリストを
主題とする図像群、31 例である。「顕現」の主題は影を潜め、代わって「悲しみの人」21 例、「パ
ントクラトール」3 例、「祭司キリスト」2 例、「日の老いたる者」2 例、「アムノス」2 例、「イン
マヌエル」1 例となる。
　中期のカッパドキアで見られた聖母子像も後期には 7 例に減少し、内訳は聖母子坐像 2 例、プ
ラティテラ型 2 例、ブラケルニティッサ型 1 例、アギオソリティッサ型（四分の三正面観で嘆願
の姿勢を取るタイプ）1 例、ニコピア型 1 例である。その他は主教 4 例（スピリドンとニコラオ
スが 1 例ずつ、不明 2 例）、洗礼者ヨハネ 3 例、戦士聖人 2 例（ゲオルギオスとディミトリオス
が各 1 例）、装飾的な十字架 3 例、ミカエル 2 例、不明の聖人 6 例となる。ナラティヴな図像が
配された作例も 5 例（マリア伝 3 例、マギの礼拝 1 例、アカティストス 1 例）見られるが、これ
らはマルコフ・マナスティルで見たように、聖所外の図像サイクルが聖所内にまで割り込んでき
たケースである。
　他方、ディアコニコンに図像を残す作例は 88 例である。プログラムの構成は、1 層 54 例、2
層 25 例、3 層 5 例、4 層 3 例、5 層 1 例となる。ディアコニコンでも輔祭聖人を置く作例が 30
例と最も多く、ロマノス・メロドスが 15 例、エウプロス 2 例、ラウレンティオス 2 例、プロコ
ロス 1 例、同定不能の輔祭が 10 例である。次いで主教像が 13 例（ニッサのグレゴリオス 2 例、
アタナシオス、アレクサンドロスのキリロス、シルウェステル、スピリドンが各 1 例、不明 7 例）、
キリストが 12 例（「パントクラトール」4 例、「アムノス」3 例、「悲しみの人」「日の老いたる者」、
「アナペソン」、「天使キリスト」、「神殿のキリスト」が 1 例ずつ）、聖母子像 9 例（ブラケルニティッ
サ型 5 例、プラティテラ型 3 例、ニコピア型 1 例）、洗礼者ヨハネ 5 例と続く。その他の主題と
しては、福音書記者 2 例（ヨハネとマタイが各 1 例）、ゾシマスとエジプトのマリアが 1 例、天






















































































図 3: G. A. Wellen, Theotokos: eine ikonographische Abhandlung über das Gottesmutterbild in 
frühchristlicher Zeit, Utrecht/Antwerpen, 1960, p. 170, fig. 31a.
図 4: 早稲田大学　伊藤怜助手撮影
図 20: M. Vassilaki and N. Tsironis, “Representation of the Virgin and Their Association with the Passion 
of Christ," in ed. by M. Vassilaki, Mother of God: Representation of the Virgin in Byzantine Art, exh. cat., 
Athens, Milan, Benaki Museum, 2000, p. 484, pl. 83b.
他は筆者撮影。
［付記］本稿は平成 24 年度科学研究費若手研究（B）「後期ビザンティン聖堂（13 ～ 15 世紀）における儀
礼化の進展」（代表　早稲田大学　菅原裕文）、及び平成 24 年度科学研究費基盤研究（B）「バルカン半島
中部における文化的多様性の歴史的研究」（代表　早稲田大学　益田朋幸）による研究成果の一部をなす。
